
『
預
修
十
王
経
』
の
諸
本

本

井

牧

子

日
本
人

の
死
後

観
念

に
多
大

な
影

響
を

与
え

た
と
思

わ

れ
る
経
典

に
十

王
経

が
あ

る
。
十

王
経

は
、
亡

者

の
生
前

の
行

い
を
勘

案

し
、

次

の
生
所

を
決
定

す

る
十
人

の
王

に

つ
い
て
説

い
た
経

典

で
あ

る
。

こ

の
十
王
経

に

は

二
種

類
が
知

ら
れ

て

い
る
。

一
つ
は
中
国

で
撰
述

さ

れ

た

『
仏
説

預

修

十
王
生

七

経
』

(
以
下

『
預

修

十

王
経
』

と

略

称

)
、

も

う

一
つ
は

『
預
修

十

王
経

』

を
基

に
我

が

国

で
撰
述

さ

れ

た

『
仏
説

地
蔵

菩

薩

発
心

因
縁

十

王
経
』

(
以
下

『
地

蔵

十

王
経
』

と

略
称

)

で
あ
る
。

平
安

末

か
ら
鎌
倉

初
期

に

か
け

て
成

立

し
た
と

考

え
ら

れ
る

『
地
蔵

十

王
経
』

は
、
文

学
な

ど

に
も
大

き
な
影

響
を

及
ぼ

し
、

近

世
に

は
版

行
さ

れ

た
り
と

、
広

く
行

わ
れ

た
形
跡

が
う

か

が

え
る

(=
。

し

か

し
、

一
方

で

『
地
蔵

十

王
経

』
成

立

以

前

は

も
ち

ろ
ん

、
成
立

後
も

『
預
修
十

王
経
』

は

脈

々
と
そ

の
生
を

保

っ

て

い
た
。

例

え
ば

、
『
澄

憲
作

文

集
』

や

『
拾

珠
抄

』

な

ど

の
唱
導

書

に
引
用
さ

れ

る

の
は

『
預
修

十

王
経
』

の
讃

の
部

分

で
あ

っ
た
し

〔三
、

宗

存
版

と

し

て
版

行

さ

れ

た

こ
と

も

あ

っ
た

…

。

『
預
修

十

王
経
』

は
決

し
て

『
地

蔵

十
王
経
』

に
取

っ
て
代
わ

ら
れ

た
わ

け

で

は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

本

稿
は
、

中

国
撰
述

の

『
預
修

十

王
経

』

の
現
存

諸
本

を
整

理

・

分
類

す
る

と
と

も
に
、

そ

の
系
統

や
成

立

の
前

後

に

つ
い
て
も

い
さ

さ

か

の
考

察

を
加

え

よ
う

と

す
る

も

の

で
あ

る
。
『
預
修

十

王
経

』

諸
本

に

つ
い

て
の
先
行

研
究

に

は
、

禿

氏
祐
祥

・
小

川
貫

弍
両

氏
に

よ
る

も

の
や

西
}、
杜

斗
城

氏

に

よ
る

も

の
な
ど

が
あ

る

(乙
。

そ
れ

ら

の
先

行
研

究
を

も
と

に
、
新

た

に
管
見

に
入

っ
た
諸

本
も
追

加

し
、

さ

ら

に
詳
細

な
比

較
検

討
を
加

え

て
み
た

い
。

(
―
)

甲
類

諸
本

の
検

討

『
預

修
十

王
経
』

は
大

き
く

二
種

類

に
分
け

ら
れ

る
。

一
つ
は
経

題

に
続

い

て

「成
都

府
大

聖
慈

寺
沙

門
蔵

川
述

」
と

い
う

記
述

を
も

ち
、

経

文

の
間
に
七

字

四
句

の
讃

が
挿

入
さ

れ

て

い
る
も

の
、

も
う
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一
つ
は

「
蔵
川

」

の
名

前
も

讃
も

な

い
も

の
で
あ

る
。

前

者

は
後
者

に
讃

を
加

え
る

こ
と

に
よ

っ
て
成
立

し
、

そ

の
讃

を
作

っ
た

の
が
蔵

川

で
あ
る

と

い
う

こ
と

は
通

説
と

し

て
認

め

ら
れ

て

い
る
。

そ

こ

で

ま
ず

、
先

に
成
立

し
た

と
考

え
ら

れ

て
い
る
後

者
を

甲
類

と
し
、

蔵

川
作

の
讃
を

も

つ
も

の
を

乙
類

と

し

て
お
く
。

本
章

で

は
、
ま

ず
甲

類
諸
本

の
整

理
を

試

み
る
。

以
下

、
管

見
に

入

っ
た

『
預
修

十

王
経

』

甲
類

を

}
覧

す

る

(
〈

〉
内

は
本

稿

で

使

用
す

る
略

称
)
宍
〕。

甲

類

は
す

べ

て
敦

煙

本

で
あ

る
た

め
、
現
在

の
所
蔵
先

に

よ

っ
て
分
け

て
示

し

て
お
く
。

・
大

英

図

書

館

蔵

ス

タ

イ

ン

コ

レ

ク

シ

ヨ

ン

本

ぎ̂

〈
S

二

四

八

九

〉
・
〈
S

二

八

一
五

〉
・
〈
S

三

一
四

七

〉
・

〈
S

四

五

三

〇
〉
(ム

・
へ
S

四

八

〇

五

〉
・
〈
S
四

八

九

〇

V
・

〈
S

五

四

五

〇

〉

・
〈
S

五

五

四

四

V
・
〈
S

五

五

八

五

〉
・

〈
S

六

二

三

〇

〉

・
中
国
国
家
図
書
館

(旧
北
京
図
書
館
)
蔵
本

〈
m
八

二
五

四
〉
・
〈
m
八

二
五

五
〉
・
〈
m
八

二
五
六
〉
・

〈
BD
八

二
五
七
〉
・
〈
BD
八

二
五

八
〉
・
〈
m
八

二
五
九
〉

・
書
道
博

物
館

蔵
本

塞

〈書
道

博

本
〉

甲

類
諸

本

の
整

理

・
分
類

に
あ

た

り
、
ま

ず
は

諸
本

の
中

で
最
も

特
徴

的
な

本
文

を
も

つ
二
本

に
着

目
す

る

こ
と

か
ら
は

じ
め
た

い
。

〈
S
二
四

八
九
〉

と

く
助
八
二

五
七
V

の
二
本
は

、
と

も
に

「
安
国

寺
愚

尼
弟

子
妙
福

」
と

い
う
人
物

の
発
願

に
よ

り
写
さ

れ
た
も

の
で

あ

る

(+
}。

以
下

、

こ

の

二
本
を

仮

に

甲
類

a
と

し
、

こ
れ
以

外

の

甲
類

諸
本

を
甲
類

b
と

す

る

こ
と

に
す

る

こ

の
甲
類

a
は
、

甲
類

b
と
対

立
す

る
本

文
を

も

っ
て

い
る
箇
所

が
多

い
。

一
例

を
挙
げ

る

と
次

の
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

【
対

照

表

①

】
.+
二

甲
類

a・

・
佛
告

諸

大
衆

。
閻

羅

天
子
於

未

來
世
。

當

得
作

佛
。

名

日
普

賢

王

如
來

。
國

土

嚴
浮

。

百

賓

荘

嚴
。

國

名
華

嚴
。

菩
薩
充
漏
譲

。

b環

佛
告
大
衆
。
閻
羅

天

子
。
於

未

來
世

、
當

得
作

佛
。

名

日
普

賢

王

如

來

。
國

土

嚴
浮

。

百

賓

荘

嚴
。

國
名

華

嚴
。

菩
薩

充
滞

・
・
。

乙
類

・

・
佛
告

諸

大
衆

。

閻

羅

天
子
。

於

未
來

世
。

當
得

作

佛
。

名

日
普

賢

王
如

來
。

十

號
具

足
。

國

土
嚴
浄
。
百
實
荘

嚴
。

國

名

華
嚴

。

菩
薩

充
滞

嘆

・

こ
の
部
分

を
比

べ
る

と
、
甲
類

b
で

は

「爾
時

」
と
あ

る
部
分

が
、

甲
類

a
に

は

み
ら

れ
な

い
。

同

様

に
最

後

の
部

分

で
も

、

「
其

国
」

と

い
う
本

文

を
も

つ
の
は

甲
類

a
だ

け

で
あ

る
。

甲

類

a
に
特
徴

的

な
本

文

が
み

ら
れ

る
箇
所

で
あ

る
。

①

古
態
を
残
す
甲
類

a
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甲
類

a
独
自

の
特
徴

は
、

こ
の
よ
う
な

語
句

の
レ
ベ

ル
に
留

ま
ら

な

い
。

甲
類

a
に
は
、

こ
の
経
典

の
成
立

を
考

え

る
上

で
非

常

に
示

唆
的

な
箇

所
が

み
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

【
対

照
表
②

】

甲
類

a囚

若
有
善
男
子
善
女
人
。

比

丘
比

丘
尼
。

優

婆
塞

優
婆

夷
。

預
修

生

七
斎

者
。
毎

月
二
時
。

回
供
養
三
賓
。
祈
設
十

王
斎
修
名
追
上
。
状
上

b囚

若
善
男

子
善

女
人
。

比
丘
比
丘
尼
。
優
婆
塞

優
婆
夷
。
預
修
生
七
齊
。

毎
月

二
時
。

①
十
五

日
。
計

日
。
若

是

死
。
從

一
七
計
至

七

七

。

百

日

。

一
年

。

三
年

。
普

須
請

此
十

王
名
字
。

毎
七
有

一
王

下
検
察
。
必
須
作
齋
功

徳
有
無
。
即
報
天
曹
地

咽圖
供
養
三
寳
。
祈
設
十

王
唱
名
納
状
。
状
上
六

乙
類

囚

若
有
善
男
子
善
女
人
。

比
丘

比

丘
尼
。

優

婆
塞

優
婆

夷
。

預
修

生

七
齊

者
。
毎

月
二
時
。

回

供
養
三
費
。
祈
設
十

王
修
名
納
状
。
奏
上
六

六

曹
善

業
童

子
。

奏

上

天

曹
地

府
等

。
記

在

名

案
。

身

到
之

日
。

當
便

配

生
快
樂

之

虚
。

不
住

中
陰

四

十
九

日
。

待
若

男
女
追
救
命
。
過
十
王
。

若
閥

}
齋
。
乖
在

一
王
。

留
連
受
若
。
不
得

出
生
。

遅
滞

一
年

。
是

故
勧

汝

作

此
要
事
。
祈
往
生

報
。

曹
官
。
善
悪
童
子
。
奏

上
天
曹
地
府
冥
官
等
。

記
在
名
案
。身
到

日
時
。

當
便
配
生
快
樂
之
威
。

不
住
中
陰

四
十
九
日
。

身

死
巳
。
待
若

得
男
女

六
親
春
日腸
追
救
命
。

過

十
王
。
若
闘

一
齋
。

乖

在

一
王
。
井
新
死
亡
人
。

留
連
受
若
。
不
得
出
生
。

渥
滞

}
劫
。
是
故
勧

汝

作
此
齋
事
。

如
至
齋

日
到
。
無
財

物
。
及
有
事
忙
。

不
得

作
齋
。
請
佛
延
僧
建
福
。

磨
其
齋

日
。
下
食
両
繋

腰
飼
。新

亡
之
人
。

井

在

一
王
。
得
免

冥

間
。
業
報
飢
餓
之
苦
。

③
若
是
生
在
之

日
。
作

此
齋
者
。
名
爲
預
修
生

七
齋
。
七
分
功
徳
。
蓋

曹

善
業

童

子
。

奏
上

天

曹

地
府

官

等
。

記
在

名

案
。

身

到

之
日
。

便

得

配

生
快

樂

之
虜
。

不

住

中
陰

四

十
九

日
。

不

待

男
女
追
救
命
。
過
十
王
。

若
閥

}
齊
。
滞
在

一
王
。

留
連
受
苦
。
不
得
出
生
。

遅
滞

一
年
。
是

故

勧
汝

作
此
要
事
。
祈

往
生
報
。
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皆
得
之
。若

亡
没
巳
後
。

男
女

六
親
春

属
。

爲
作

齋
者
。

七
分
功
'、
。
亡

人
獲

一
分
。
六
分
生

人
。

將

去
自
種
自
得
。
非
關

翁
④
爾

時
普
廣

菩
薩
言
。

若

有

善

男

子

善

女

人

等
。

能
修
此
十
王
逆
修

生

七
及
亡
人
齋
。
得
善

神

下
來
。
禮

敬
凡
夫
。

凡
夫

云
。
何

得
賢
聖
善

神
。
禮

我

夫
。

一
切

善
神
。

井
閻
羅
天
子
。

及
諸
菩

。

欽
敬
皆
生

歎
喜
。

こ

の
部
分

は
、

甲

・
乙
類
間

で
最

も
異

同

の
多

い
部
分

と

し
て
、

従
来

か

ら
注

目
さ

れ
て
き

た
。

先
述

の
通
り
、

乙
類

は
、

甲
類

に
讃

を
加

え

る

こ
と

で
成

立

し
た

と
考
え

ら

れ

て
お
り
、

讃

以
外

の
部
分

で
は
、

大
き

な
本

文

の
出
入

り

の
あ

る
箇

所

は
そ

れ
ほ
ど
多

く

な

い

(後

に

一
覧

す

る
)
。

こ

の
部

分

は
、

分
量

的

に
最

も

異

同

の
大
き

い
部

分

で
あ

り
、

甲
類

b
に
見

ら
れ

る
本

文

(傍

線

部
)

が
、

乙
類

に

は
大

き
く
欠

け

て

い
る
。

こ
れ

ま
で
、

甲
類

諸
本

の
本

文
が

詳

し
く
検
討

さ

れ
る

こ
と

は
な

か

っ
た

た
め
、

こ
の
部
分

は
専

ら
甲

類

b

の
本

文
と

乙
類

と

の
比
較

に
よ

っ
て
考

え
ら

れ
て
き

た
。

つ
ま

り
、

対
照

表

の
下

二
段
だ

け
が

注

目
さ

れ

て
き
た

の
で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

考

え
方
と

し

て
は
、

甲
類

b
の
増
補

の
結

果

で
あ

る
と
す

る
も

の
と

、

乙
類

の
削
除

に
よ

る
も

の
だ
と
す

る
も

の
が

あ

っ
た

↑
こ
。

そ

こ
で
、

ま
ず
、

こ
の
部
分

の
内

容

に

つ
い
て
、

簡
単

に
見

て

み

た

い
。

『
預
修

十

王
経

』
と

い
う

の
は

、
生

き

て

い

る
間

に
あ

ら

か

じ
め
修

す
る

預
修
斎

と
、

死
後

に
肉

親

に
よ

っ
て
営

ま

れ
る
追

善
斎

の
二

つ
を
説

く
経
典

で
あ

る
が

、
こ

こ
で
問

題

に

し
て

い
る
部

分

は
、

具
体

的
な
斎

の
方

法

を
述

べ
た

非
常

に
重

要
な
部

分

で
あ

る
。

ま

ず
、

甲
類

b
に
そ

っ
て
内

容
を

み

て
み

る
。

は
じ

め
に
、
囚

の

部
分

で
、

預
修
斎

(預
修

生
七
斎

)

は
、

毎

月
二

回
行
う

べ
き

こ
と

が
述

べ
ら
れ
、

続

い
て
①

の
部

分

で
、
具

体
的

に
十

五

日
と

三
十

日

と

い
う

日
付

が
示
さ

れ

る
。

さ

ら

に
そ

の
後

に

「若

是
新

死
。

從

一

七
計

至

七
七
。

百

日
。

一
年
。

三
年

」
と

い
う

よ
う

に
、

今
度

は
追

善
斎

を
行

う

べ
き

日
が
記

さ
れ

る
。

こ
れ

ら

の
日

に
は
十

王

の
名
字

を
請

じ

る

べ
き

こ
と

が
述

べ
ら

れ
、

そ

の
日

に
は

王
が

一
人
ず

つ
や

っ
て
来

て
、
斎

を
修

し

て
功

徳

を
作

っ
て

い
る
か
ど

う

か
調

べ
る
と

続

い
て
い
る
。

次

に
圖

の
部
分

で

は
、
斎

を
営

み
、

三
宝

を
供

養
す
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る

と
、

そ
れ

は
奏

上
さ

れ

て
、

死
後
、
中

陰
を

経

る
こ
と
な

く

、
す

ぐ

に
善
処

へ
生

ま
れ
変

わ

る

こ
と

が

で
き

る
と

い
う
、

斎

の
功
徳

が

述

べ
ら
れ

る
。

つ
ま

り
、
囚

で
ま
ず

預
修
斎

の

こ
と

が
述

べ
ら

れ
、

①

で
追
善

斎

に
触
れ
、
圖

で
は
そ

の
両
方

の
功
徳

に

つ
い
て
説

く
と

い
う
形

に
な

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。

続

く
②

で
は

、
斎

を
営

む

べ
き

日
に

、

「
無
財

物
」
、

「
有
事

忙

」

な

ど

の
理

由

で
、

僧
を

招

い
て
斎
を

営
む

こ
と
が

で
き

な

い
場
合

の

た

め
に

、

「
下
食

雨
繋

紙

銭
簸

飼
」

と

い
う

簡
略

化
さ

れ

た
方

法

が

示
さ

れ

て

い
る
。

さ
ら

に
③

で
は
、

生
き

て

い
る
間

に

こ
の
斎

を
行

う

こ
と
が

預
修
斎

(預
修

生

七
斎
)

で
あ

り
、

そ

の
場
合

、
功

徳

は

全

て
自

分

の
も

の
と
な

る

の
に
対
し

て
、
没

後

に
親

族

に
よ

っ
て
営

ま

れ

る
追
善
斎

の
場
合

は
、
功

徳

の
七
分

の

一
を

死
者

が
得

て
、
残

り

の
七
分

の
六
は
追

善
斎

を
行

っ
た
親

族

の
も

の
と
な

る
と
述

べ
ら

れ

る
。

続

い
て
④

で
は
、

普
廣

菩
薩

と

い
う

菩
薩

に
よ

つ
て
、

預
修

斎

や
追

善
斎

を
行

っ
た

人

々
を
善

神

や
閻
羅

王
、
諸

菩
薩

が
敬

う
と

い
う

こ
と
が

語
ら

れ
る
。
以
上
を

ま
と

め

る
と
次

の
よ
う

に
な

ろ
う
。

囚

預
修
斎

①

追
善
斎

圖

斎
の
功
徳

②

簡
略
化
さ
れ
た
斎

③

預
修
斎
の
功
徳
と
追
善
斎
の
功
徳
の
対
比

④

斎
を
営
む
人
々
へ
の
賛
嘆

(普
廣
菩
薩
の
言
)

甲

類

b
で
は

、
囚

で
ま
ず

預
修
斎

に

つ
い
て
述

べ
、
続

い

て
①

の

部
分

で
追
善

斎

の

こ
と

が
述

べ
ら

れ
、
回

で

は
預
修

・
追
善

の
二

つ

の
斎

の
功
徳

が
述

べ
ら

れ
る

と

い
う

こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

さ

ら
に

②

で
簡

略

化
さ
れ

た
斎

の
具
体

的
な

方
法

が
説

明
さ

れ
、
③

で
は
預

修

斎

・
追
善

斎

の
功
徳

が
対

比
さ
れ

る
形

で
示
さ

れ
、

④

で
は

二

つ

の
斎

を

行

っ
た
人

々
に

対
す

る
賞
賛

が
述

べ
ら
れ

る
。

つ
ま

り
、

甲

類

b
を

見

る
限
り
、

こ
の
部
分

は
預
修

斎
と

追
善
斎

の
二

つ
に

つ
い

て
述

べ
て

い
る
部

分
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

そ

こ
で
次

に

乙
類

を

み
て

み
る
。

乙
類

で
は
、
①

の
部
分

が
欠

け

て

い
る
た
め

、

こ

の
部
分

は
、

一
貫

し

て
預

修
斎

に

つ
い
て
述

べ
て

い
る

こ
と
に

な
る
。

逆

に
い
え

ば
、

乙
類

に
な

い
部
分

、
甲
類

b
の

①
③

の
部

分

は
、
追
善

斎

に

つ
い
て
触

れ

る
も

の
で
あ

る
と

い
え
る
。

一
貫
し

て
預
修
斎

に

つ
い
て
述

べ

て
い
る

乙
類

に
対

し
て
、

甲
類

b

で
は
預
修

斎

と
追
善
斎

の
両
方

に

つ
い
て
述

べ
て

い
る

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

小
南

一
郎
氏

は
、

『
預
修

十

王
経

』

の
成

立
過

程

に

つ
い
て
、

次

の
よ
う

に
推

測
さ

れ
た

(
〔
〕

は
引

用
者

注
)
。

「十

王

経
」

〔『
預
修

十

王
経

』
〕

は
、

生

七
斎

〔
預
修

斎

〕
と

七
七
斎

〔追

善
斎

〕

と

の
二

つ
の
仏
教

祭
儀

と
密
接

な
関

連
を

持
ち

つ

つ
形

成
さ

れ

た
経
典

で
あ

っ
た
。

こ

の
経
典

の
基

礎
と

な

っ
た

の
は
、

二

つ
の
斎

の
う
ち

で
も

生
七
斎

の
行

事

で
あ

つ

て
、

そ
う

し
た
基

礎
要
素

の
上

に
、
後

か
ら

七
七
斎

に
関

す

る

記
述
が

付
加

さ
れ

、
現

行

の

「十

王
経

」
が

で
き
あ

が

っ
た

〔+
一三
。
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小
南

氏

は
、
続

け

て
先

に

【
対

照
表
②

】

に
示

し
た
部

分

に

つ
い

て

(
氏
が
問

題

に
す

る

の
は
甲
類

b
系

の
本

文

で
あ
る
)
、

こ

の

一
段

の
記

述

〔
「
若

善
男

子
善

女

人

」
～

「待

若

得
男

女

六

親
春

属

追
救

命

」
〕

か

ら
も

、

こ
の
経
典

が

、

仏
教

信
者

が

日
常

的

に
行
う
生

七
斎

(生

七

往
生
斎

)

を
基
礎

に

し

て
、

死
者

の
冥
福

を
祈

っ
て
遺

族

が
行

う
七

日
ご

と

の
斎

(七

七
斎

と

呼
ぶ

)

に

つ
い
て

の
記
述

が
、

そ

の
中
間

に
挿

入
さ
れ

て
で

き

た
も

の
で
あ
る

こ
と

が
推
測

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

と

さ
れ

る
。
小
南

氏

は
、
『
預

修
十

王
経

』
の
原
初

の
形
態

と

し

て
、

預
修

斎

を
基

礎
要

素
と

し
た

も

の
を
想

定
さ

れ
、

そ
れ

に
①

の

「若

是
新

死

～
即

報
天
曹

地
府

」

と

い
う
部

分
、

つ
ま

り
追
善

斎

に

つ
い

て
説

い
た
部

分
が

、
後

か
ら
挿

入
さ
れ

た
も

の
で
あ
ろ
う

と
結

論
づ

け
て

い
る

の
で
あ

る
。

つ
ま

り
、

甲
類

に

は
、
預
修

斎

に

つ
い

て
の

み
述

べ
た
本

、

つ
ま
り

現
在

の
乙
類

の
よ
う

な
本

文
を

も

つ
本

が
も

と
も
と

存
在

し
た

の
で
は
な

い
か
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
こ
で
注

目

し
た

い

の
が

甲
類

a
で
あ

る
。

甲

類

a
に
は

甲
類

b

に
み
ら

れ

る
①

か

ら
④

の
記
述

が
な

く

、

乙
類
と

共
通

し
た
本

文

に

な

っ
て

い
る
。

ま

さ

に
、
小
南

氏

の
想

定
さ

れ
た

、
追
善

斎

に

つ
い

て

の
増

補
が

行
わ

れ
る

以
前

の
形

を
残

し
た

本

で
あ
る

と

い
う

こ
と

が

で
き

る
。

つ
ま

り
、

預
修
斎

に

つ
い
て

の
み
述

べ
る

甲
類

a
の
よ

う
な
形

態

の
も

の
が
ま

ず
成

立

し
、

そ

こ

に
追

善
斎

に

関
す

る
部
分

な
ど

が
増
補

さ
れ

て
、

甲
類

b

の
よ
う

な
形

へ
と
成

長

し

て

い

っ
た

と
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

甲
類

a
は
古

態

を
残
す

貴
重

な
本

で
あ

る
と

い
え
よ

う
。

さ

ら

に
、

【
対

照
表

②

】

で
甲
類

a
、

甲
類

b
、

乙
類
を

比

較
す

る
と
、

甲
類

a
と

乙
類

の
近
さ

は
歴

然

と
し

て

い
る
。

甲
類

b
が
増

補

し
た

と
考

え
ら

れ
る
部

分

(①

～
④

)
が

乙
類

に
は

み
ら
れ

な

い

だ

け

で
な
く

、
さ

ら

に
、

破
線

を
付

し

た

「祈

往
生

報
」

と

い
う
語

句

は
、

甲
類

b
に
は
み

ら
れ
な

い
。

乙
類

は

甲
類

に
讃
を
加

え

る

こ
と

で
成

立

し
た

と
考

え
ら

れ

て

い

る
が
、

乙
類

が
基

に

し
た
甲
類

は
、

甲

類

a
の
よ

う
な
本

文

を
も

っ

た
本

で
あ

っ
た
と

考
え

る

の
が
妥
当

で
あ
ろ

う
。

甲
類

a
の
よ
う
な

本

文

か
ら
、

一
方

で
は
追

善
斎

等

に

つ
い

て

の
増
補

が

行
わ

れ

て
甲

類

b
が
作
ら

れ
、

一
方

で

は
散

文

の
部

分
は

そ

の
ま
ま

利
用

し

て
、

讃

を
挿

入
す

る

こ
と

で
乙
類

が
作

ら
れ

る
と

い

っ
た
よ

う

に
、

甲
類

b
と

乙
類
が

別

々
に
派

生

し
た
と
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
と

を
裏

付
け

る
例

を
も

う

一
つ
挙
げ

て
お
く
。

経

文

の
末

尾

の
部

分

で
あ

る
。

乙
類

の
讃

の
あ

る
箇
所

に
は

(讃

)
と

し

て
示

し
、
讃

そ

の
も

の
は
省

略

し
た

占̂

[。
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【対

照
表
③

】

甲
類

a十
斎
具

足
。
免
十
悪
罪
。

放
其
生
天
。

我

當
令

四
大

夜

叉
王
守

護
此
経
。
不
令
陥
没
。

稽

首
世

尊
。

獄
中

罪

人

多
。

是

用

三
賓
財

物
。

喧

悶
受

罪
報

。
識

信

之

人
。

可

自
誠

愼
。

勿

犯

三
費

。
業

報

難
容
。

此

見
此
繧
者
。
慮
當
修

學
。

出
地
獄
因
。

b爾
時

閻

羅
法

王
。

更
廣

勧
信

心
善

男

子
善

女

人

等
。

努

力
修

此
。

十

王

斎

具
足
。

免

十
悪

五
逆

之
罪
。
井
得
天

當
令

四
大

野

叉
王
守

護

此
繧
。
不
令
陥
没
。

稽
首
世
尊
。
地
獄
罪

人
。

是
多

用

三
費
財

物
。

期

諸
造

悪
業

人
。

在

此
諸

獄
受
罪
。
喧
闇
無
億

報
。

諸

信

心
。

可
自

誠
愼

。

勿

犯

三
賓

財

物
。
業

報

難

容
。

見

此
経

者
。

磨

當

修
學

。

得
離

地
獄

之

因
。

乙
類

十
齊

具
足
。
免
十
悪

罪
。

放

其
生
天
。

(讃
)

我

常
使

四

藥

叉
王
守

護

此

経
。

不
令

略
没
。

(讃
)

稽

首

世
尊

。
獄

中
罪

人

多

。
是

用

三
賓

財
物

。

喧

悶
受
罪
。
識
信
之

人
。

可
自
誠
愼
。
勿

犯
三
費
。

業
報
難
容
。
見
此
経
者
。

磨
當
修
學
。

(讃

)

爾

時
瑛

摩

法

王
。

歎

喜

頂

禮
。

退

坐

一
面
。

佛

言

。
此

経

名
閻

羅

王
授

記

四
衆

逆
修

生

七
往

生

浮

土
経

。

汝
當
奉

持

流

傳
國
界
。
依
教
奉

行
。

爾

時
瑛

摩

羅
法

王
。

歎

喜

頂
禮

。

退
坐

一
面

。

佛

言
阿

難
。

此

経
名

閻

羅

王
授

記
令

四
衆

頂

修

生

七
及

新

死
亡

人
齋

功

徳

往
生

浮

土
経
。

汝

等

比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優

婆

夷
天

龍

八
部
鬼

神

諸

菩
薩

等

。
當

奉
持

流
傳

國
界
。
依
教
奉
行
。

爾

時
瑛
魔

法

王
。

歎
喜

踊

躍
。

頂
禮

佛

足
。

退

坐

―
面
。

佛

言
。

此
経

名
爲

閻

羅

王
授
記

四
衆

預
修
生
七
往
生
浮
土
経
。

汝
當

流
縛

國

界
。

依
教

奉
行
。

(
讃

)

こ

の
例

に

お

い
て
も
、

甲
類

a
と

乙
類
が

近
く
、

甲
類

b
は
、
甲

類

a

・
乙
類

よ
り
も
増

補

さ
れ

た
本
文

に
な

っ
て

い
る
。

甲
類

b
で

は
、
経
典

名

に

「新

死
亡

人
斎

」
と

い
う
記
述

が
挿

入
さ

れ

て
お
り
、

こ
こ

で
も

や

は
り
、

亡
人
斎

に

関
す

る
増
補

を
加

え
る
と

い
う

甲
類

b
の
傾
向

が

み
て
と

れ
る
。

た

だ

し
、
単

純

に
甲
類

a
の
よ
う
な

本

か
ら
甲

類

b
、

乙
類

が

そ

れ
ぞ

れ
派

生

し
た
と
断

定
す

る

こ
と

は
慎
む

べ
き

で
あ

ろ
う
。

三
者

の
関

係
が

も
う

少

し
複

雑
な

箇
所

も
あ

る

か
ら

で
あ
る
。

以

下
に
挙

げ

る

の
は
、
先

に
挙
げ

た

【
対
照

表
②

】

に
続
く
部

分

で
あ

る
。
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【
対
照
表
④

】

甲
類

a爾
時叢口

剛

幕

讃
歎
世
尊
。

哀
慰
凡
夫
。

説
此
妙

経
。
抜
死
救
生
。
頂

禮

佛
足
。

b爾
時
糞

龍

樹
,普
薩
.,
救
苦
観
,幽

音

菩
薩
。
普
廣
菩
薩
。

常

悲
菩
薩
。
常
惨
菩

薩
。
馨

馨

文
殊

師
利

菩
薩
。

彌
勒
菩

薩

。

普
賢

菩
薩

等
。

稽

歎

世

尊
。

哀
慰

凡

夫
。

説
此

妙
経
。
抜

死
救

生
。

頂
禮

佛
足
。

乙
類爾

時
毒

籠

樹
菩
薩
。
救
苦
観
世

音
菩
薩
。
常
悲
菩
薩
。

匡

・

ロ

剛

舞

各
各
還
從

本
道
光
中
至
如
來

所
。

異

口
同
聲
讃
世

尊

。

哀
慰

凡
夫

。

説
此

妙

法
。

抜

死
救

生
。

頂

禮

佛
足
。

列
挙

さ
れ

る
菩
薩

の
数

を

み
る
と

、

甲
類

a
が

三
菩
薩

と
最

も
少

な

く
、

つ
い
で

乙
類

の
六
菩
薩

が
続

き
、

甲
類

b

に

い
た

っ
て
は
十

一
の
菩
薩

を

列
挙

し
て

い
る
。

菩
薩

名

を
見

る
と
、

甲
類

a
に

み
ら

れ

る
菩
薩

(波
線

部

)

は
甲
類

b
、

乙
類

と
も

に

み
ら
れ

る

こ
と

か

ら
、

こ
こ

で
も
甲
類

a
を

基

に
、
甲

類

b
、

乙
類

が

増
補
さ

れ

て

い

る
と

考

え
ら

れ
る
。
し

か
し
、
乙
類

に

挙
げ

ら
れ

た
菩
薩

名

の
う
ち

、

甲
類

a
に
み

ら
れ
な

い
菩
薩

名

(破
線

部
)

は
、

す

べ

て
甲
類

b
に

み
ら

れ
、

し
か
も

挙
げ

ら
れ

る
順
序

も

前
後

し
な

い

の
で
あ

る
。

こ

の
部

分
に
関

し

て
は
、

甲
類

a
か
ら
甲

類

b
と

乙
類
が

そ
れ

ぞ
れ
独

自

に
派

生

し
た
と
考

え

る

こ
と

は
難

し

い
で
あ
ろ

う
。

甲
類

a
と

の

間
に
、
さ
ら

に
中

間
的
な

本

文
を

も

つ
た
本

(
X
)
を
想

定
す

る
か

、

乙
類
と

甲
類

b
が

、
何

ら

か

の
形

で
交

渉
を

も

つ
て

い
た
と
考

え
ざ

る
を
え

な

い

の
で
あ
る
。

こ

の
点

に

つ
い

て
は
さ

ら
な

る
写

本

の
発

見
な
ど

、
今

後

の
研
究

を
待
ち

た

い
。

②

甲
類
の
段
階
的
成
立

こ
こ
で

乙
類
を

も
含

め
、
経

文
本

文

に
大

き
な

出
入

り
が
あ

る
部

分

を
整

理
し

て
お

き
た

い
。
先

述

の
通

り
、
大

き
な

出

入
り

の
あ

る

箇

所

は
あ
ま

り
多

く
は
な

く
、

全
部

で
四
箇
所

で
あ

る
。

ま
ず

、

(
A
)
爾

時

阿
難
白

佛
言

。
世

尊
。

閻
羅

天

子
。

以
何

因
縁
。

庭

断
冥

間
。
復

於
此
會

。

便
得

授
於
當

來

果
記

。
佛

言
。

於
彼

冥
途

爲
諸

王
者

。
有

二
因

縁
。

一
是

住

不
思
議

解
脱

不
動

地
菩

薩
。

爲
欲

撮

化
極
苦

衆
生
。

示

現
作

彼
瑛
魔

等

王
。

二
爲

と

い
う
部

分

は
、

甲
類
諸

本

に
は

み
ら
れ

ず
、

乙
類

諸
本

に

の
み

み

ら

れ
る

も

の
で
あ

る
。

乙
類
が

増
補

し
た

部
分

と
考

え
ら

れ

る
部
分

で
あ

る
。

次

に
大

き

く
出

入
り
が

あ
る

の
は

、
先

に

【対

照
表

②

】
で

み
た
、

追
善

斎

な

ど

に
関
す

る
部

分

で
あ

る

(
B
)
。

こ
れ

は

甲
類

a
、

乙
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類

に
は

み
ら
れ

ず
、

甲
類

b
に

み
ら
れ

る
も

の

で
あ

っ
た

。

さ
ら

こ
、

(C
)
爾

時

佛
告

阿
難

。

一
切
龍

神
八

部
大

神
。
閻

羅

天
子
。

太

山
府

君
。
司
命

司
録
。
五
道

大
神

。
地
獄

官
典
。
行
道

天

王
。

當

起
慈
悲

法
有

寛
縦
。

可

容

一
切
罪
人
。

慈
孝

男
女

。
修

福
追

薦
抜

亡

人
。
報
育
養

恩
。
七

七
修
斎

。
造

経

佛
像
。
報

父
母
恩

。

得
生

天
上

。

〈
S

二
四
八
九
〉

と

い
う
部

分

は
、

甲
類

a
、

乙
類
諸
本

は
す

べ

て
有

す

る
本
文

で
あ

る

が
、

甲
類

b
を

み
る
と
、

こ
の
本
文

を
有

す
る

も

の
と

有
さ

な

い

も

の
が

あ

る
こ
と

に
気
づ

く
。

そ

こ
で
、

こ
の
本

文
を
有

す

る
も

の

を

甲
類

b

I
、
有

さ
な

い
も

の
を

甲
類

b

I
と
す

る
。

・
甲

類

b

I

・
・

・
甲

類

b

n

:

〈
S
四
八
〇

五
V

〈
m
八

二

五
八
V

〈
S
二
八

一
五
〉

〈
S
四
八
九

〇
〉

〈
S
五
五
四

四
〉

〈
S
六

二
三
〇

〉

〈
m
八

二

五
五
V

・
〈
m

八

二

五

四

〉
・

・
〈書

道

博

本

〉

・
〈
S

三

一
四

七

V
・

・
〈
S

五

四

五

〇

〉
・

。
〈
S

五

五

八

五

〉
・

・
〈
S

四

五

三

〇

V
・

最

後
に

【
対
照

表
④

】
に
挙
げ

た
経

典
末

尾

の
部
分

で
あ

る

(
D
)
。

こ

こ
も

(B
)
と

同
じ
く

甲
類

b
に

の
み

み
ら
れ

る
箇

所

で
あ

っ
た

。

以

上
を

ま
と

め
る
と

次

の
よ
う

に
な

る
。

ABCD

甲a××○×

1

b

n

×○○○

×○×○

乙
類

○×○×

乙
類
独
自
の
増
補
部
分

【
対
照
表

②

】

甲
類

b
I

・
n
分
類

の
指

標

【対

照
表
④

】

A
は

乙
類

に

の
み
み
ら

れ
る
本

文

で
あ

る

こ
と

か
ら
、

乙
類

独
自

の
増

補
部

分
と

考
え

ら
れ

る
。

B

・
D
に
関

し

て
は
、
先

に
検

討

し

た
よ

う

に
、

甲
類

b
が
増
補

し
た
部

分

と
考

え
ら

れ
、

こ
れ

が

乙
類

に

は
継
承

さ
れ

て

い
な

い
こ
と

か
ら
、

乙
類

は
甲
類

a
か
ら
派

生

し

た
と

推
測

し
た
。

そ
れ

に
対

し
、
甲
類

a
、

甲
類

b

I
、
そ

し

て
乙
類

に
は
あ

り
、

甲
類

b
H
に

の
み

み
ら
れ

な

い
C
と

い
う
部

分
も

あ
る
。

こ
の

こ
と

を
考

え
あ

わ

せ
る
と
、

甲

類

a
に

B

・
D
を

増
補

し

て
甲
類

b

I
が

成
立

し
、
さ

ら

に
そ

こ
か

ら
C
を
削

除

す

る

こ
と

で
甲
類

b
∬
が
成

立

し
た
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

か
。

こ

の
こ
と
を
裏

付

け
る
例

を
も

う

一
つ
挙
げ

て
お
く
。
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【
対

照

表

⑤

嘆

+
丘
}

甲
類

a普
抜
衆
生
苦

除
鬼
掻
諸
魔

四
王
行
國
界

傳
佛
修
多
羅

-D
I

普
抜
衆
生
苦

降
鬼
撮
諸
魔

四
王
行
國
界

傳
佛
修
陀
羅

b
n

普
抜
衆
生
苦

降
鬼
振
諸
魔

四
王
行
聴

傳
佛
修
陀
羅

乙
類

普
救
衆
生
苦

降
伏
掻
諸
魔

四
王
行
國
界

傳
佛
修
多
羅

こ
の
部
分

を

比
べ
る

と
、
甲
類

b
I
は
、
甲
類

b
H
と

で
は
な

く
、

甲
類

a
と
共

通

し
た
本

文

に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
こ
と

か
ら
考

え
る
と

、
甲

類

b
I
は
、

よ

り
甲
類

a
に
近

い
、

つ
ま

り
甲
類

b
n

よ
り
も

古
態

を
残

す
本

で
あ

る
と

い
え

よ
う
。

甲
類

a
↓

甲
類

b
I

↓

甲
類

b

n
と

い
う
流

れ
が
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

そ

し
て
そ

の
流

れ
と

は
別

に
、

甲
類

a
に
讃

を
加

え
、

A
を

増
補

し
て

乙
類
が
成

立

し
て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
れ
を
図

示
す

る
と

以
下

の
よ
う

に
な

る

で
あ

ろ
う

。

・類
～

〈

〈
B

・
D

増
補

〉

↓

甲
類

b

I
↓

(
C
削

除

V

〈
A
増
補

・
讃

の
挿

入
V

↓

甲

類

b
n

(
⇔
)

乙
類

以
上
、

こ
れ
ま

で
注

目
さ
れ

る

こ
と

の
な

か

っ
た

甲
類

a
に
注

目

す

る

こ
と

に
よ

り
、

小
南

氏

の
指

摘
さ

れ
た

預
修
斎

に

つ
い
て
中

心

的

に
説
く

本
文

(甲
類

a
)

の
存
在

が

裏
付

け
ら

れ
た
。

そ

し

て
、

そ

こ
に
追
善

斎

に
関
す

る

記
述
な

ど
を

増
補

し

て
甲
類

b

I
が
成
立

し
、

さ
ら

に
そ

の
甲
類

b
I
か
ら

一
部

削
除

す

る

こ
と

で

甲
類

b
n

が
成
立

し

た
と

い
う
流

れ
が

浮

か
び
上

が

っ
て
き

た
。

さ
ら

に
、
讃

を
も

つ
乙
類

は
、

古
態

を
残

す
と
考

え

ら
れ

る
甲

類

a
の
よ

う
な
本

か
ら

派
生

し
た

こ
と
も

確
認

で
き

た
。

た
だ

し
、

甲
類

b
と

乙
類

に

の
み
共

通
す

る
部

分
も

あ

る
こ
と

か
ら

、
甲

類

a
と

の
間

に
位

置
す

る
、
中

間
的

な
本

文
を

も

っ
た
本

(
X
)

の
存

在
、

あ

る

い
は
甲
類

b
と

乙
類

に
交
渉

が
あ

っ
た

可
能
性

な

ど
も
視

野

に
入

れ

て
お
く

べ

き
で
あ

ろ
う
。(

二
)

乙
類
諸

本

の
検

討

①

乙
類
の
形
態
上
の
分
類

本

章

で
は
、
乙
類

諸
本

の
整

理

・
分
類

を
試

み
た

い
。
は
じ
め

に
、

形
態

な

ど
か

ら
お

お
ま

か
な
分

類
を

し

て
お
く
。

ま

ず
、
敦

煙

本

に

つ
い

て
み

て
み
た

い
。

敦
捏

本

は
図

を
伴

う
巻

子
本

が
多

い
。
絵

入

り

の
四
本

の
挿

絵

に

つ
い
て
ま

と
め

た

の
が
次

の
表

で
あ

る
。

共
通

す

る
位
置

に
挿

入
さ

れ

て

い
る

も

の
に

は
◎

、
位

置

は
異
な

る

が
あ

る
も

の
に
は
○
、

な

い
も

の
に
は

×
を
付

し
た
。
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S
三
九
六

一

P
二
〇
〇
三

p
二
八
七
〇

久
保
惣
本

説
法

欠◎◎◎

六
菩
薩

×◎◎◎

黒
衣
使
者

○◎◎◎

十
王
庁

◎◎◎◎

地
獄

・
沙
門

×◎◎◎

供
養
者

××X○

〈
P
二
〇
〇

三
〉
、

〈
P
二
八

七
〇
〉
、

〈久

保
惣

本
〉

の
三

つ
は
、

挿

絵

の
位
置
が

ほ
ぼ

一
致
す

る
、

唯

一

〈久

保
惣

本
〉

だ
け

が
、
最

末

尾
に
供

養
者

の
像

を
描

く
が
、

こ
れ

は

〈久
保
惣

本
〉

の
末

尾

に

「辛

未
年

十

二
月
十

日
書
画

畢
/

年
六

十
八

写
/
弟

子
董

文
員

供
養

」

と
あ

る

こ
と
と

関
連
す

る
。

お

そ
ら
く

は
供

養
者

で
あ

る
董

文
員
を

描

い
た
も

の
で
あ
ろ

う
。

そ
れ

以
外

は
上
記

の
三

本

の
挿

絵

は
よ

く

一
致

す

る

の
で
、
非
常

に
近

い
関

係

に
あ

る

こ
と
が

う

か
が
わ

れ

る
。

そ

こ
で

〈
P

二
〇

〇

三
〉
、

〈
P

二
八

七
〇

〉
、

〈久

保
惣

本

〉

の
三

本
を
敦

煙

本

A
と
す

る
。
敦

燈
本

A
に
関

し
て
は
、

特

に
注
記

し
な

い
限

り
、

引

用
等

は

〈
P

二
〇
〇

三
〉

に
よ

る
。

〈
P
三

七
六

一
〉

は
小

型

の
枡
形
本

で
あ

る
。

後
半

が
欠

け

て
い
る

の
で
断
定

は

で
き

な

い
が
、

残
存
部

に
全

く
絵

が
な

い
こ
と
や

、
形
態

か

ら
考

え

て
、

全
編

文
字

の
み

の
写
本

で
あ

っ
た
と
考

え
ら

れ
る
。

敦
煙

本

の
中

に

あ

っ
て
非

常

に
特

異

な
形

態

の
も

の
で
あ

り
、

『
預

修

十

王
経
』

の

享

受
形
態

を
考

え

る
上

で
も
非

常

に
貴
重
な

本

で
あ

る
。

こ
れ
を
敦

煙

本

B
と

す

る
。

〈
S
三
九

六

一
〉

は

図
入

り

の
巻

子
本

で
あ

り
な

が
ら
、

六
菩
薩

図

と
地
獄

・
沙

門
図

を
欠

き
、
黒

衣
使
者

の
図
が
他

の
三
本

と
異

な

っ
た
位

置
に
挿

入
さ

れ

て

い
る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

を
敦
煙

本

C
と

し
て
お

く
。

朝
鮮

の

『
預
修

十
王
経

』

で
管

見

に
入

っ
た

も

の
は
す

べ
て
版

本

で
あ

る
。

そ

の
う
ち

〈両

足
院

本
〉

と

〈松

廣
寺

本
〉

は
字

配
り

か

ら
挿

絵
、
末
尾

に
添

え
ら

れ
た
願

文
ま

で

一
致

す

る
。
〈両

足
院

本
V

に
は

「成

化

五
年

(
一
四

六
九

)

六
月

日
誌

」

「
萬
暦

三

年

(
一
五

七
五
)
甲
亥

六
月

日
羅
州

錦
城

山
開
刊

□
於

渾
陽

龍
泉
寺

留

干
」
「萬

暦

十

―
年

(
】
五

八

三
)

癸
未

四

月

日
印
経

化

士
戒

宗
比

丘

」

〔墨

書

)
、

〈
松

廣
寺

本

V

に

は

「
萬

暦

四

十

六

(
一
六

一
八

)

年

戊
午

春
曹

渓

山
松
廣

寺
開

刊
」

と

い
う
年
紀

が

み
ら
れ

る
。

こ
こ
で
は

こ

の
二
本

を
高
麗

版

A
と

し
、

以
下
特

に
注

記

し
な

い
限

り
、

引
用
等

は
、

よ

り
版

面
が
鮮

明
な

〈両

足
院

本
〉

に
よ

る

こ
と

と
す

る
。
海

印
寺

に
所

蔵
さ

れ

る
版
木

は
三

種
類

で
あ

る
が
、

そ

の
う
ち

く海

印

寺
本

H
V

と

〈海

印
寺

本

m
>

は
字

配

り
、

挿
絵

と
も

に
共

通
す

る

も

の

で
あ

る
。

そ

こ
で
、

〈
海
印
寺

本

1
>

を
高

麗
版

B
と

し
、

〈海

印
寺

本

H
>
、

〈海
印
寺

本

皿
V

を
高
麗

版

C
と
す

る
。

〈
日
蔵

未
刊

本
〉

は

〈
続
蔵
経

本
〉

の
底

本

に
な

っ
た
も

の
で
あ

る
の

で
、
比
較

対
照

に
は

く
続
蔵

経
本

V
を
使

用
す

る

こ
と
と

す

る
。

〈宝

寿
院

本
V

と

〈東

寺
本

〉

は
、
ど

ち
ら

も
挿
絵

入

り

の
巻

子
本
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で
あ

る
が
、

〈宝

寿
院

本
〉
が
彩
色

さ

れ
た
挿
絵

を

も

つ
の
に

対
し
、

〈東
寺

本
V

は
後

半

の
み

の
零
本

で
あ

り
、
白

描

の
簡

単

な
挿
絵

で

あ
る
。

こ
の
よ
う

に
、

日
本

に
現
存

す

る
諸
本

は
形
態

が
様

々
で
あ

り
、
形

態

か
ら
分

類
す

る

こ
と
は
難

し

い
。

詳
細

な
検

討

は
後

に
譲

り
、

こ

こ
で
は
そ

れ
ぞ

れ
を
検

討

の
対
象

と
す

る
。

以

下
、
諸

本

の
検

討

は
次

の
十
分

類

で
行
う

こ
と
と

す

る
、

《敦
煙
》

○
敦
煙
本
A

・
フ
ラ

ン

ス
国

立
図

書
館

蔵
ペ

リ
オ

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
本

〈
P
二
〇
〇

三
〉
・
〈
P
二
八

七
〇
〉

・
和
泉

市
久

保
惣

記
念

美
術

館
蔵

本

〈久
保

惣
本
〉
↑
六
〕

○
敦

煙
本

B

・
フ
ラ

ン
ス
国
立

図
書

館
蔵

ペ
リ

オ

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
本

〈
P
三
七

六

一
〉

○
敦

煙
本

C

・
大
英

図
書

館
蔵

ス
タ

イ

ン

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
本

く
S
三
九

六

一
V

《
朝
鮮
》

○
高
麗
版
A

・
建

仁
寺

両

足
院
蔵

本

〈両

足
院
本

〉
〔+
し
)

・
(
朝
鮮

)
松
廣

寺
蔵

版

木

〈松
廣
寺

本
>
T
.
〕

○
高
麗
版
B

・
(
朝
鮮
)

海
印

寺
蔵

版
木

1

〈海
印

寺
本

I
V

O

高
麗

版

C

・
(
朝
鮮
)

海
印

寺
蔵

版
木

H

・
m

〈海
印

寺
本

n
>
・

〈海
印
寺

本

皿
〉

《
日
本
》

○

『
大

日
本
続

蔵
経

』
所

収
本

〈続

蔵
経

本
〉

(京
都

大
学

附
属

図
書
館

蔵
蔵

経

書
院

日
蔵

未
刊

本

〈
日
蔵
未

刊
本

〉
〔荒

.)

○
高

野

山
宝
寿

院
蔵

本

〈宝
寿

院
本

〉
三
+
)

○
東

寺
観

智
院

蔵
本

く東

寺
本

V
三
±

}

②

乙
類
の
本
文
比
較

次

に
乙
類

諸
本

の
本
文

比
較

を
試

み

た

い
。

繁
雑

に
な

る
が

、
主

な

異
同

を

一
覧

す

る

こ
と

か
ら

は

じ
め

る
。

底

本

は

く続

蔵
経

本
V

と
す

る
。

ま
ず

〈続

蔵
経

本
〉

の
本

文
を

提

示
し

(
(
)

内

は

〈続

蔵

経
本

〉

の
丁

・
段

・
行
数

)
、

異

同

の
あ

る

部
分

に
は
傍

線

を
付

し
た

。

つ
い
で

く続

蔵
経

本
V

の
本

文
を

a
と

し
、

対
立

す
る

本
文

を

b
、

c
、

d
と

し
て
示

し
た
。

各
本

が

ど

の
本

文

を
有

す
る

か
に

つ
い

て
は
、
後
掲

の

《
異

同

一
覧

表
》

に
ま
と

め
る

こ
と

と
す

る
。
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①
仏
説
閻
羅
王
授
記
四
衆
逆
修
生
七
往
生
浄
土
経

(三
八
五
オ
/
上
/
5
)

a
逆
修

/

b
預
修

②
広
召
天
霊
及
地
祇

(三
八
五
オ
/
上
/
7
)

a
天
霊

/

b
天
龍

③
示
現
作
彼
瑛
魔
等
王

(三
八
五
オ
/
下
/
8
)

a
彼
瑛
魔
等
王

/

b
彼
瑛
魔
王
等

/

c
瑛
魔
天
中
王

④

造
此

経

(
三
八

五
オ
/

下
/

16
)

a
造

/

b
修

造

⑤

記
在
業

鏡

(三

八
五

ウ
/
上

/

4
)

a
業
鏡

/

b
冥
案

身
到

之

日

⑥

若
造

此
経
読

踊

一
偶

(三

八
五
ウ

/
下
/

7
)

a
読

論

/

b
讃

論

⑦

降
伏
摂

諸
魔

(
三
八

五
ウ
/

下
/

17
)

a
伏

/

b
鬼

⑧

天
王
恒

記
録

(
三
八
六

オ
/

上
/

8
)

a
記
録

/

b
賜
録

/

c
守

護

⑨
欲
得
無
罪
答

(三
八
六
オ
/
上
/
8
)

a
欲
得
無
罪
答

/

b
欲
得
無
罪
答

無
過
広
作
福

/

c
な
し

⑩
欲
得
命
延
長

(三
八
六
オ
/
上
/
14
)

a
欲
得

命

延
長

/

b
な

し

⑪
忽

ホ
謝

報
齢

(
三
八

六
オ
/

上
/

18
)

a
謝
報
齢

/

b
無
常
至

⑫

一
切
龍
神
八
部

(三
八
六
オ
/
下
/
5
)

a
龍
神

/

b
龍
天

⑬
修
斎
造
福

(三
八
六
オ
/
下
/
7
)

a
修
斎

造
福

/

b
修

福

/

c
修

福
薦

追
な

ど

⑭

(三

八
六
オ

/

下
/

16

・
17
間
)

a
な
し

/

b
伏
願
世
尊
聴
説
検
斎
十
王
名
字

讃
日

閻
王
向
仏
再
陳
情

伏
願
慈
悲
作
証
明

凡
夫
死
後
修
功
徳

検
斎
聴
説
十
王
名

⑮
駆

将
隊

隊
数

如
塵

(三

八
六

オ
/

下
/

18
)

a
将
隊

隊

/

b
羊
隊

隊

/

c
将
随
業

/

d
将
墜

堕

⑯
五
七
閻
王
息
謬
声

(三
八
六
オ
/
上
/

12
)

a
閻
王
息
謬
声

/

b
閻
羅
息
諄
声

/

c
閻
羅
王
悉
諄
声

⑰

第

八
百

日
平
等

王

(三

八
六

オ
/

下
/

2
)

a
等

/

b
正

⑱

亡

人
百

日
更
栖

憧

(
三
八

六
オ
/

下
/

3
)
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a
亡
人
百
日

/

b
百
日
亡
人

⑲
男
女
努
力
造
功
徳

(三
八
六
オ
/
下
/
4
)

a
造

/

b
修

⑳
従
慈
妙
善
見
天
堂

(三
八
六
オ
/
下
/
4
)

a
従
慈
妙
善
見
天
堂

/

b
従
蕪
妙
善
見
天
堂

c
免
落
地
獄
苦
処
長

⑳
男
女
修
斎
福
業
因

(三
八
六
オ
/
下
/
6
)

a
斎
福
業

/

b
何
功
徳

/

(
異

同

一
覧

表
》

● ● ●o●oO● ●000

敦
煙
本
系

敦
煙
本

Abbbbb
a
/
b

aabbbb

Bbbbbbaaaa欠 欠b

CaaCb脱a

 

bbCaba

高
―
版
系

高
麗
版

Aaaaaaaaaaaaa

Baaaaabaab欠a

 

a

Ca欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

 

ba

続
蔵
経
本

aa8aaaaaaa8a

宝
寿
院
本

aaaaaaaaaaba

東
寺
本

欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

甲
類

b-一 一

 

abb
a
/

c

aaba

*欠 … …該 当部分欠 失

*脱 … …該 当部分誤 脱

*一 ……該 当部分 な し
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⑳ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬

bbbbbbbCb

欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

abCCbbaCb

aaaaaaaaa

aaaaaaaba

aaaaaaaba

aa8aa8880

aaaaaaaba

d欠 欠

 

aaaaba

Cb

a

____/―_
b

愚

甲

類

a
I
↓

a
、

甲

類

a
H

・
b

↓

b

ま
ず
表

を

一
覧
す

る
と

、
敦

塩

本

A
～

C
ま

で

の
敦
焼

本

系
と

、

高

麗
版

A
以

下

の
高

麗

版

系

に
大

き
く

分

け

ら

れ

る

こ
と

が

わ

か

る
。

高
麗

版

A
以

下
は
、

お

お
む

ね

a
が
続

く

の
に
対

し
、

敦
煙

本

系

に
は

b

・
c
な

ど
対
立

す

る
本

文
が
多

く

な

っ
て

い
る
。

そ

こ
で
、

ま
ず
高

麗
版

系

の
本

文

か
ら

み
て

い
く

こ
と

に
す

る
。

底

本

に
し
た

(続

蔵
経

本
〉
と
高
麗

版

A
と

は
、
完
全

に

一
致
す

る
。

〈
続
蔵

経
本

〉

の
末
尾

に

は

「権

衡
現

 
。

誓
度

群

類
…

…
」

と

い

う

願

文

が
付

さ
れ

て
お

り
、

最
末

尾

に

「成

化

五
年

六

月

日
誌

」

と

い
う

年
紀

が

み
ら

れ
る
が

、
こ
れ

ら
は

高
麗

版

A

の

〈両

足
院

本
〉

に
も

み
ら

れ

る

三
+
二
》。

〈続

蔵

経
本

〉

は
冒

頭
部

分

に

「
依
朝

鮮
刻

本

」

と

い
う

注

記
が

あ
る

た
め
、

高

麗
版

に
よ

っ
た

と
考

え
ら

れ

る

が
、

以
上

の

一
致
か

ら

〈
続
蔵

経
本

〉
が

基

に
し
た

高
麗

版

は
、
高

麗

版

A

の
系
統

の
も

の
で
あ

る
と
考

え

ら
れ

る
。

次

に
高
麗
版

三

種
を

比
較

し

て
み
た

い
。

高
麗

版

の
本

文
異

同
は

そ
れ

ほ
ど
多

く
な

い
。

し

か
し
、

⑪
⑳

な
ど

か
ら

B

・
C
は
同

系
統

で
あ

り
、

A
と

は
少

し
具
な

っ
た
本

文
を
も

つ
こ
と

が
わ

か
る
。

高

麗

版

は

A
と

B

・
C

の

二
系

統

に

分

け

ら

れ

る
と

い
う

こ
と

に
な

る
。こ

の
高
麗

版

B

・
C
と

一
致

す
る

の
が

〈宝

寿
院

本
〉

で
あ

る
。

⑪

⑳

は

い
ず

れ

も
高

麗
版

B

・
C
と

同

じ
本
文

に
な

っ
て
お

り
、
(宝

寿
院
本

〉

の
本

文
系

統
は

、
高

麗
版

B

・
C
と

同

じ
と

い
え

る
。
さ

ら

に
、
挿

絵

を

比

べ
る

こ
と

で
、

〈宝

寿
院

本

〉

が
高

麗

版

C
を

写

し
た

も

の
で
あ

る

こ
と
が

明
ら

か

に
な

る
。

(宝
寿
院
本
〉
は
巻
頭
に
地
蔵
十
王
図
が
付
さ
れ
、
各
十
王
の
讃
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の
部

分

に
は
、

王
庁

を
描

い
た
挿

絵
が

そ
れ

ぞ
れ

付
さ

れ

る
と

い
う

も

の

で
あ

る
。
高

麗
版

B
に
は

十
王
庁

を
描

い
た

図
は

な

い
た
め
、

高
麗

版

C
と

比
較

し
て

み
る
と

、
十

王
庁

図

の
図
柄

は
、
悉

く

一
致

す

る

の
で
あ

る

2
+
こ
。
構

図

は
も
ち

ろ
ん

、
描

か

れ
る

人
物

の
数
、

ひ
い

て
は
服
装

や
持
物

ま

で
忠
実

に

写
し
取

っ
て

い
る

様

子
が
う

か

が
わ

れ

る
。

〈宝

寿

院
本

V

は
高

麗
版

C
と

同
系

統

の
も

の
を

、
本

文

・
挿

絵

と
も

に
忠
実

に
書

写

し
、
彩

色
を

加
え

た
も

の
と

い
う

こ

と
が

で
き

る
。

た

だ

し
、

一
箇
所

だ
け
挿

絵

が
描

き
加

え
ら
れ

て

い
る
部

分
が
あ

る
。

高
麗

版

C

の
第

↓
七
秦

広

王
庁

の
挿
絵

に

は
、
亡
者

が

三
途

の

川

で
あ
る
奈

河

を
渡

る
場

面
が
描

か
れ

る
。
奈

河

に
架

か

る
橋

の
上

を
、

亡
者

が
馬

に
乗

っ
て
通
過

し
て

い
る
。

こ
の
橋

の
上

の
亡

者

の

図
柄

は

〈宝

寿
院

本

〉

に
も

描

か
れ

る

が
、

〈宝

寿
院

本

V

は
さ

ら

に
そ

の
左
岸

に
衣

が

か
か

っ
た
大

樹

と
異
形

の
も

の
、

そ

の
根

元
で

衣
を
差

し

出
す
亡

者
を

描

い
て

い
る
。

こ
れ

は

『
地
蔵

十
王
経

』

に

も
説

か
れ

る

「衣

領
樹

」
と

「奪

衣
婆

」

に
他
な

ら
な

い
。

官

前
有

大
樹
。

名

衣
領

樹
。

影
住

二
鬼
。

一
名
奪
衣

婆
。

二
名

懸
衣
翁

。
婆

鬼
警

盗
業

。
折

両

手
指
。

翁
鬼

悪
無

義
。

逼
頭

足

皿
所
。

尋
初

開
男

。
負

其
女

人
。

牛
頭

鎮
棒
。

挟

二
人

肩
。
追

渡
疾
瀬

。
悉

集
樹

下
。
婆

鬼

脱
衣

。
翁
鬼

懸
枝

。
顕

罪
低

昂
。

与

後

王
庁
。

(『
地

蔵
十

王
経
』
第

二
七

日
初

江
王
)

奈

河

の
ほ
と

り
に

は

「衣

領
樹

」
と

い
う

大
樹

が
あ

り
、

そ

こ
に

は

「奪

衣
婆

」

「
懸
衣
翁

」
と

い
う
鬼

が

住
ん

で

い
る
。

「
奪
衣

婆
」

は
亡
者

か
ら

衣
を

は
ぎ

と
り
、

「懸

衣
翁

」
は

そ

の
衣
を

「
衣

領
樹

」

に
か

け
る
。

す

る
と
、
枝

が

亡
者

の
生
前

の
罪

の
重

さ
を

あ
ら

わ
す

と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
う

い

っ
た
伝

承

は
、

早
く

は

『
大

日
本

国
法

華

経
験

記
』

に
見

ら
れ

る
。

過

深
山

巳
。
有

大
流

河
。
広
深

可
怖

畏
。
其

河

北
岸
有

一
嬉

鬼
。

其

形
醜

随
。
住

大
樹

下
。

其
樹

枝
懸

百
千

種
衣

。
此
鬼

見

僧
問

之
言
。

汝
今

当
知
。

是

三
途
河

。

我
是

三
途

河
嘔
也

。
汝

脱
衣

服
与
我

可
渡
。

(『
大

日
本

国
法

華
経

験
記
』
巻

中

第
七

十

蓮

秀

法
師

三
西

))

こ
こ
で
も

、
三
途

の
川
岸

に
老
女

の
鬼

が

い

て
、

亡
者

の
衣

を
奪

う

と
さ

れ

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に
、
「
衣
領

樹
」
と

「奪

衣
婆

」
は
、

日
本

で
は

よ
く
知

ら
れ

た
も

の

で
あ

つ
た
。

「衣

領
樹

」

に
関

し
て

は
、

敦
煙

本

に
も

そ
れ

を
描

く
も

の
が

あ

る
。

敦

煙
本

A
の
三
本

は
、
第

二
七

日
の
初

江
王

の
部

分

に
河
を
描

き

、

そ

の
う

ち

く
P

二
八
七
〇

V
と

〈久

保
惣

本
〉

は
、

川
岸

に
衣

の
か

か

っ
た

樹
木

を
描

い

て
い
る
。

し

か
し
、

衣

を
か

け
る

「
奪
衣

婆

」

ま
で
描

く
も

の
は

な

い
。

〈宝

寿

院

本
〉

の
書

写
者

は
、
『
地

蔵
十

王
経
』

な

ど

に
説

か

れ

る

「奪

衣
婆

」
と

「衣
領

樹
」

を
知

っ
て
お

り
、
あ

ま

り

に
有

名
な

そ
れ
を
奈

河

の
絵

に
描
き

加
え

ず

に
は

い
ら
れ

な

か

っ
た

の
で
あ

ろ

う

。
『
地

蔵
十

王
経

』

で

は

こ
れ

ら
は

第

二
七

日
初

江

王

の
部

分

に
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描

か

れ
る

が
、

〈宝

寿
院

本
〉

で
は
第

一
七

日
秦
広

王

の
部

分

に
描

か
れ

て

い
る
。

奈

河
は
第

一
七

日

・
二
七

日
両
方

の
讃

に
出

て
く

る

が

、
奈

河
を
絵

画

化
し

て

い
る
の
が
第

一
七

日

の
方

だ

っ
た

か
ら
と

考

え

ら
れ

る
。

〈宝

寿
院

本
〉

は
、
本

文

・
挿

絵

と
も

に
高

麗

版

C

に
忠

実

に
よ

り
な
が

ら
、
こ
の
奈

河

の
部
分

だ
け

に

『
地
蔵

十
王
経

』

な

ど

で
知

ら
れ

た

「奪

衣
婆

」
な

ど
を
描

き

込
ん

で

い
る
本

で
あ
る

と

い
う

こ
と
が

で
き

よ
う
。

再

び

対
照

表

に

戻

る
と

、

〈
東

寺

本
〉

と

高

麗
版

B

・
C
、

〈宝

寿

院
本

〉

と

の
近
さ

も
う

か

が
わ

れ

る
。

〈東
寺

本

〉

は
十

王

の
讃

の
部

分
以
降

し

か
残

っ
て

い
な

い
た
め
、

比
較

で
き

る
材

料
が

少
な

く
、
⑮

に

〈東
寺

本
〉

独
自

の
異
文

が

み
ら
れ

る
と

は

い
え
、

そ
れ

以

外

は

く続

蔵
経

本

V

よ
り

も
高

麗
版

B

・
C
、

〈宝

寿
院

本
〉

と

一
致

す
る
。
そ

こ
で
今
度

は
挿
絵

の
比
較

を
し

て
み

る
。

〈東
寺

本
〉

の
挿
絵

は
、

十

王
庁

の
図

の
み

で
あ

る
。

高
麗

版

B
に

は
王
庁

図
が

な

い

の
で
、

こ
こ
で
も
高

麗
版

C
と

く宝

寿
院

本
V

の
挿
絵

と

の
比

較
を
試

み

る
。
〈東
寺

本
〉
の
挿
絵

は
白

描

の
簡

単

な
も

の
で
あ

り
、

冥
官

な
ど

は
わ
ず

か

に
し
か
描

か
ず

、

そ
れ

ぞ
れ

の
王
を

中
心

に
描

い
て

い
る
も

の
で
あ
る
。

―
見
す

る
と
高

麗
版

や

〈宝

寿

院
本
〉

の

挿

絵
と

は
全

く
違

っ
た
印

象
を

受
け

る
が

、
詳
細

に
比
較
す

る
と

、

王

の
向
き

や
姿

勢

が
高

麗
版

C
、

〈宝

寿
院

本
〉

と

一
致

す

る
。

さ

ら
に
興
味

深

い

の
は
、
第

 
七

日

の
部

分

に
先

述

の

「奪
衣

婆
」
「
衣

領
樹

」
が

は

っ
き

り

と
描

か

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

〈東
寺

本

〉

の
挿

絵

は
、
簡

略

で
短

い
も

の
で
あ

る
が
、

こ
の
第

}
七

日
の
挿
絵

は
他

の
挿

絵

の
倍
近

い
長

さ
が

あ
り
、

王

の
左
側

に
大

き
く
奈

河
が

描

か
れ

て

い
る
。

奈

河

に
は
橋

が
架

か

っ
て
お
り
、

馬

に
乗

っ
た
亡

者
が

渡

っ
て
い
る
。

こ
こ
ま

で
は
高
麗

版

C
に
も

み
ら
れ

る
図

像

で

あ

る

が
、

「
衣

領
樹

」

と

「奪

衣

婆

」

は
先

述

の
通

り
、

〈宝

寿

院

本
V

で
書
き

加

え

ら
れ

た
と

考
え

ら

れ

る
も

の

で
あ

っ
た
。

『
地
蔵

十

王
経
』

が
第

二
七

日

の
部
分

に
説
く

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
第

一
七

日
の
部

分

に
描

か

れ

て

い
る
と

い
う

点
や

、

「
奪
衣

婆

」

が

「
衣
領

樹
」

の
木

の
股

に
立

つ
と

い
う
構

図
ま

で

}
致

し

て

い
る
点

か
ら
考

え
れ

ば

、

こ
れ

ら

は
単
な

る

偶
然

の

一
致

で
は
な

く
、

〈東

寺
本

〉

が

〈宝

寿
院

本
〉

を
写

し

て

い
る
結

果

と
考
え

ら
れ

る
。

高
麗
本

C

↓

〈宝
寿

院
本
〉

↓

〈東
寺

本
V

と

い
う
流

れ
が
考

え
ら

れ

る

の
で

あ

る
。

こ

の
よ

う
に

み

て
く

る
と

、
日
本

で
確
認
さ

れ

る

『
預
修

十
王
経

』

諸
本

は
す

べ

て
高

麗
版

に
基

づ
く

と

い
う

こ
と
に
な

る
。

さ
ら

に
そ

れ

は
高
麗

版

A

・
〈続

蔵
経

本

〉
グ

ル
ー
プ

と

、
高

麗
版

B

・
C
、

〈宝

寿
院
本

〉
、

〈東
寺

本
〉

グ

ル
ー
プ

に
分

け
ら

れ
る
。

そ

れ
に

対
し

て
、
敦

燈
本

は
明

ら
か

に
高

麗
版

系
と

は
対
立

す

る

本
文

を
も

っ
て
い
る
。

対
照
表

を

見
る

と
、
最

も
離

れ
た

本
文

に
な

っ
て
い
る

の
が
敦

煙
本

A

で
あ
る
。

敦
焼

本

B
は
後

半
が

欠
け

て

い

る
た

め
、
全

容
は

不
明

と
し

か

い
い
よ

う
が
な

い
が

、
残

存
部

分
に

限
れ

ば
、

ほ
ぼ
敦

煙
本

A
と

重
な

る
。

た
だ

一
箇

所
、
⑨

だ
け

は
高
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麗
版

系

の
本

文

と

一
致

し

て
お
り
、

や
や

高
麗

版
系

よ
り

の
性
格

が

う
か

が
え

る
。

敦
捏

本

の
中

で
非
常

に
特
徴

的
な

本
文

を
も

つ
の
が

敦
煙

本

C
で

あ
る
。

⑪
⑭

⑰
⑱

⑳
な

ど
、
敦

煙
本

A
と

一
致

す

る
部

分

も
あ

る

一

方

で
、
①

②
④

⑩
⑫

⑬
⑲

の
よ
う

に
、
高

麗
版

系
諸
本

と
共

通
す

る

部

分
も

あ

る
。

敦
焼

本

の
中

で
は
、

最
も
高

麗
版

系

に
近

い
本
文

で

あ
る
と

い
え

る
。

ま
た
、

③
⑨

⑮
⑯

の
よ

う

に
、

他

に
み

ら
れ
な

い

特
徴
的

な
異

文
も

あ
る

こ
と

も
注

目
さ
れ

る
。
敦

煙
本

系

の
中

で
は
、

最

も
特
徴

的

な
本

で
あ

る
と

い
え
よ

う
。

以

上

の
異

同
箇

所

の
分

析
を

も

と

に
、
『
預
修

十

王
経

』

乙
類
諸

本

の
系
統

を

ま
と

め
る
と

次

の
よ
う

に
な

る
。

乙
類
は
敦

煙
本

系
と

高
麗

版
系

の
二

つ
に
分
類

で
き

る
。
敦

煙
本

系

は
、
挿
絵

を
伴

っ
た

巻

子
本

で
あ

る
敦
煙

本

A
、
挿

絵

の
な

い
小
型

の
写
本

で
あ

る
敦
煙

本

B
、
挿

絵

を
伴

っ
た
巻

子
本

で
あ

り
な

が
ら
、

挿
絵

の
位

置
が

A

と

は
異
な

り
、

特
徴
的

な

独
自

の
本

文
を
も

つ
敦

煙
本

C

に
分

け
ら

れ

る
。
敦

煙
本

系

の
中

で
は
、
敦

焼
本

C
が
最
も

高
麗
版

に
近
く
、

最

も
離
れ

た
本

文

に
な

っ
て

い
る

の
が
敦
煙

本

A

で
あ

る
。
敦

煙
本

B
は
、
敦
煙

本

A
と
非

常

に
近

い
が
、

―
箇

所
だ

け
敦
煙

本

C
や
高

麗
版

系
と

一
致

す

る
本

文

が
あ

り
、

A
よ

り
は
や

や
高

麗
版

よ
り
と

い
え

る
。

高

麗
版

系

の
中

で
は
高
麗

版

B

・
C
が
本

文
と

し

て
は
同

系
統

に

属

し
、

敦
煙

本
系

と
近

い
本

文
を

も

っ
て

い
る
。

そ
れ

に
対

し
て
高

麗

版

A
は
敦

焼
本

と
最

も
離

れ
た
本

文

に
な

っ
て

い
る
。

日
本

に
現

存
す

る

『
預
修

十
王
経

』

は
す

べ
て
高

麗
版

系

の
本
文

で
あ

る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た
。

現
在

最

も
簡
単

に
見

る

こ
と

の

で
き

る

〈続

蔵
経

本
〉

は
、
高

麗
版

A
系
統

の
本

を
書
写

し
た

も

の

で
あ

る
。

〈宝

寿
院

本

〉

は
本

文

・
挿

絵
と

も

に
高

麗

版

C

の
系
統

の
本

を
写

し

て
お
り
、

さ
ら

に
そ

の

く宝

寿
院

本
V

を

写

し
た

の
が

〈東
寺

本
〉

で
あ

る
と

い
え

よ
う
。

乙
類

諸
本

は
以

上

の
よ
う

に
整
理

分
類

す

る

こ
と

が

で
き

る
が
、

こ

の
分

類
を

甲
類

と
関

わ
ら

せ

て
考

え

る

こ
と
は
簡

単

で
は
な

い
。

《
異

同

一
覧

表
》

に
、

甲
類
諸

本

の
本

文
を

も
示

し
た

が
、

甲
類

の

本

文

は
、
あ

る
箇

所

で
は
敦
燵

本
系

に

近
く
、

ま
た

別

の
箇
所

で
は

高

麗
版

系

に
近

い
と

い
う

よ
う

に
、

ど
ち

ら

に
近

い
と

い
う

こ
と
を

特

定
す

る

こ
と
が

で
き
な

い
。

中

に
は

甲
類

の
中

で
異
同

が
あ

る
も

の
も
あ

り
、
⑰

の
よ
う

に
、

甲
類

a
I
、

甲
類

a
H

・
b

の
本

文

の

異

同
が

、
そ

れ
ぞ

れ
敦
煙

本
系

と
高

麗
版

系

に
も

み
ら
れ

る
部

分
な

ど

も
あ

り
、

非
常

に
複
雑

で
あ

る
。

こ
の
点

に
関

し
て

は
、
今

後
さ

ら

な

る
検
討

が
必

要
で
あ

ろ
う

。

(
三
)

日
本

に
お

け
る
受

容

と
展
開

こ
こ
ま

で
敦

煙

本
と

高
麗

版

を
中

心

に
、
『
預
修

十

王
経
』

の
諸
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本
整

理
を

試
み

て
き
た

。
最

後
に
、

日
本

で
受
容

さ
れ

た
本

文
系
統

に

つ
い
て
考
え

て
み
た

い

三
圭

〕。

日
本

に
現
存

す
る

『
預
修

十
王
経

』
諸
本

と

し
て
、

〈宝
寿

院
本

V

と

〈東

寺
本

〉

に

つ
い
て
は
す

で
に
触

れ
た

。

〈宝
寿

院

本
〉

は
高

麗
版

C
を

、
挿
絵

に

い
た
る
ま

で
忠
実

に
写
し
た

写
本

で
あ

り
、
〈東

寺
本

〉

は
さ
ら

に
そ

の

〈宝
寿

院
本

〉
を

写
し
た

も

の
で
あ

っ
た
。

我
が

国

で
書

写
さ

れ
た

『
預
修

十

王
経
』

は
、
管

見

の
限
り
、

以
上

の
二
本

の
み

で
あ
り

、
『
預
修

十

王
経
』

の
日
本

で
の
痕

跡

は
非
常

に

少
な

い
と

い

っ
て
よ

い
。

し
か

し
、
『
預
修

十

王
経

』

が
確

か

に

受
容

さ
れ

て

い
る
様

子
を
、

唱
導
資

料
な

ど

の
中

に
垣

間
見

る

こ
と

が

で
き
る
。

唱

導

関
係

の
資

料

で
、
『
預
修

十

王
経

』

を
引

用
す

る

も

の
は
、

『
澄

憲
作

文
集

』
『
烏

亡
問

答

砂
』
、
『
拾

珠

抄
』

な
ど

が

あ

る
が
、

そ
れ

ら
に

引
用
さ

れ

る

の
は
、

ほ
と

ん
ど
が

蔵
川

作

の
讃

の
部

分

で

あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら
、

こ
れ

ら

の
唱
導
資

料

で
利
用
さ

れ

て

い
る

『
預
修

十

王
経
』
は
、
讃

を
も

つ
乙
類

で
あ

る

こ
と
が
わ

か

り
、
『
預

修

十

王
経
』

に
お

い

て
、
蔵

川
作

の
讃

が
非

常

に
重
視
さ

れ

て

い
た

こ
と
も

う
か

が
え

る
。

そ
こ

で
、
讃

の
部
分

で
系

統
に

よ
り
異

同
が

あ

る
箇

所

を
引

用
す

る
も

の
を
探

し
て

み
る

と
、
『
澄

憲
作

文

集
』

を

挙
げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

傍
線

を
付

し
た

箇
所

が
、

系
統

に
よ

っ

て
異
同

の
あ

る
部
分

で
あ

り
、
先

の
異

同

一
覧
と

対
応
す

る
番

号
を

付

し
た
。

第

四
十

二

五
七

日
善

⑯

a

夫
尋
五
七
日
,斎
莚
.者

十
王
経
云

五
七
閻
王
息
静
声

罪

人
心
根
未
甘
情

未
来
報
策
髪
仰
頭

一

著
業
鏡
始
先
世
.事

分
明
ナ,
…

第
四
十
四

一
周
忌
善

夫
尋

一
周
嘆

善

+
王
経
云

一
年
過
此
.
―転
.
苦
辛
.
・

男

女

修

二
斎

福

,
業

因

」

六

道

,
輪

廻

傍

未

シ
テ
・定

造

経

造

仏

出

ヅ
迷

津

二
一云
々
…

…

三
+
六
}

⑯
⑳

と

い
う
、

わ
ず

か
二
箇

所
だ

け

で
は
あ

る
が
、

二
箇

所
と
も

高

麗
版

系

の
本
文

に

一
致

し

て

い
る
。

特

に
⑳

の
方

は
、

敦
捏

本
系

と
高

麗
版

系

で
は

っ
き

り
本

文

が
違

う
も

の
で
あ

る

か
ら

、
『
澄
憲

作

文
集
』

が

利
用

し
た

の
は
、
高

麗
版

系

の
本
文

を
も

っ
た

『
預
修

十
王
経
』

で
あ

っ
た
と
考

え

て
よ

い
で
あ
ろ

う
。
資

料

が
限

ら
れ

て

い
る

た
め

、
断

定

は
慎

ま
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
が

、

〈宝

寿
院

本
〉

や

〈
東
寺

本
〉
、

つ
ま

り
高

野

山
や

東
寺

に

現
存

す

る
写

本
が

高
麗

版

系

で
あ
り
、

唱
導

で
利

用
さ

れ

て

い
た

の
も
ま

た
高
麗

版

系

の
本

文

で
あ

る
と

い
う

こ
と

か
ら
、
日
本

で
受

容
さ

れ
た

『
預
修

十

王
経
』

は
、
高
麗

版
系

の
本

文

で
あ

っ
た

可
能

性
が

非
常

に
高

い
と

い
え

る
。

そ

の
こ
と

を
裏
付

け

る
も

の
と
し

て
、
今

度

は

『
地

蔵

十
王
経
』

に
着

目

し

て

み
た

い
。

『
地

蔵

十

王
経

』

は
、

『
預

修

十

王
経

』

の

な

か

で
も
、

蔵
川
作

の
七

字

の
讃

の
部

分

を
利
用

し

て
作

ら
れ

て

い
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る
。

こ
の
讃

の
部

分

に
も

、
『
地
蔵

十

王
経

』

が
も

と

に

し
た

『
預

修

十

王
経
』

の
系

統
を

う
か
が

わ

せ
る
部

分
が

数
箇

所
あ

る
。

こ
こ

で
も
異

同
部

分

に
傍
線

と
番
号

を
付

し

た
。

⑮

d

「
七
亡
人
中
陰
身

駈
将
墜
堕
数
如
塵

且
向
初
王
齊
検
鮎

由
来
未
度
奈
河
津

(
一
七
日
)

⑱

a

亡
人
百
日
更
棲
憧

⑳

・

男
女
努
力
造
功
徳

一
年
過
此
轄
苦
辛

六
道
輪
回
傍
未
定

身
遭
枷
械
被
鞭
傷

⑳
b

從
薮
妙
善
見
天
堂

⑳

a

男
女
修
齋
福
業
因

造
経
造
佛
出
迷
津

(
百

日

)

(
五

七

日

)
三
+
占

ま
ず

、
⑲

⑳

か

ら

は
、
『
地

蔵

十
王

経
』

の
讃
も

ま

た
、
高

麗

版

系

の
も

の

で
あ
る

こ
と
が

わ

か
る
。

さ

ら
に
⑳

を

み
る
と

、
高
麗

版

系

の
中

で
も
、

高
麗

版

B

・
C
系
統

、

つ
ま

り

〈宝

寿
院

本
〉
・
〈東

寺
本

〉

の
系
統

と

一
致
す

る
。

ま
た

、
⑮

と

い
う
わ

ず
か

一
箇

所

で

は
あ

る
が

、

〈
東
寺

本

〉

と

の
み
、

一
致
す

る
箇
所

も

あ

る
。

以
上

か
ら
、
『
地
蔵

十

王
経

』
が
利

用
し

た

の
も
ま
た

、
高

麗
版

系

の

『
預

修

十

王
経
』

で
あ

る
と

考

え
ら

れ

る
。

し

か
も

、

〈東
寺

本

V

に
し

か
み
ら

れ
な

い
特
徴

的
な

本
文

を
も

つ
と

い
う

こ
と

は
、
〈東
寺

本
〉

の
系
統

の
写

本
を
利

用

し
た

可
能
性

を

示
唆
す

る
も

の
と

し

て
、
注

目
さ

れ

る

。

以
上

、
『
預

修
十

王

経
』

諸

本

に

つ
い
て
、

い
さ

さ

か
整

理

を
試

み
て
き

た
。
讃

を

も
た
な

い
甲
類

で
は
、

古
態

を
残

す
と

考
え

ら
れ

る
甲
類

a
に
着

目

し
、

甲
類

の
増
補

、
さ

ら

に
は

乙
類

へ
の
展

開

に

つ
い
て
み

て
き
た
。
ま

た
、
蔵
川

作

の
讃
を

も

つ
乙
類

に

つ
い
て
は
、

異

同
を

分
析

し
た
結

果
、

大
き

く
分

け

て
敦
煙

本
系

・
高

麗
版

系

と

い
う

二
系
統

に
分
類

す

る

こ
と

が

で
き
、

さ

ら
に

は
日
本

で
受

容
さ

れ

た

の
は
、

主
に
高

麗
版

系

の
本
文

で
あ

る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ

た
。

資

料
が

限
ら

れ

て
い
る
た

め
、

肝

心

の
中

国

の
中
心

部

に

つ
い

て

の
部

分
が

完
全

に
抜
け

落
ち

て
お
り
、
敦

煙

か

ら
朝
鮮

半
島

、

そ

し
て

日
本
と

い
う
、

周
縁

部

で

の
考

察

と
な

っ
た
。

甚
だ

不
十

分
な

も

の

で
は
あ

る
が
、

さ
ら

な

る
写
本

の
発
見
な

ど
も

含

め
、
今

後

の

調
査

研

究

の
進

展

を
待
ち

た

い
。

〈注
〉

(
一
)

拙
稿

「十

王
経

と
十

王
信

仰
-

経

典

か
ら

文
学

へ
ー

」

(『
軍
記

物
語

の
窓
』

第

二
集

、

関

西

軍

記
物

語

研

究

会

編

、
和

泉

書

院

、

平
成

十

四

年
)
。

(二
)

拙

稿

「十

王
経

と
そ

の
享

受
―

逆

修

・
追

善
仏

事

に

お
け

る
唱

導
を

中

心

に
―

」

(『
国

語

国

文
』

第

六

十

七
巻

第

六

・
七

号

、

平
成

十
年

六

―
七

月
)
。
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(三
)
梶
浦
晋
氏

の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
宗
存
版

『
預

修
十
王
経
』
が
蔵
さ
れ
て

い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
図
書
館
の

閲
覧
業
務
停
止
中
に
つ
き
未
見
。

(四
)
禿
氏
祐
祥

・
小
川
貫
弍

「十
王
生
七
経
讃
図
巻
の
構
造
」

(『
西
域
文

化
研
究
』
第
五

中
央
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
、
昭
和
三
十
七
年
)
。

(五
)
杜
斗
城

『
敦
煙
本
仏
説
十
王
経
校
録
研
究
』

(甘
粛
教
育

出
版
社
、

一
九
八
九
年
)
。

(六
)
こ
の
他

に
前
掲
禿
氏

・
小
川
論
文
で
は
松
本
文
三
郎
氏
の
仏
教
徴
古

館

か
ら
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
高
麗
版
画
入
十

王
生
七
経

・
預
修
十
王
経
変
相
が
あ
る
と
す
る
が
、
現
在
所
在
不
明
。

ま
た
赤
松
智
城
氏
蔵

の
丙
午
鄭
曇
賊

の
預
修
十
王
経

(変
相
と
経
文
)

・
高
麗
版
画
入
十
王
生
七
経

(首
欠
)
に

つ
い
て
も
所
在
不
明
。
両

足
院
本

・
海
印
寺
本
と
同
形
態

の
も

の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

(七

)
『
敦

燈
宝

蔵
』

(新

文
豊

出
版

)

に
よ

る
。

以
下

ス
タ

イ

ン
本

・
ペ

リ

オ
本

・
北

京
本

は
す

べ
て
同
書

に
よ

る
。

(人

)

こ

の
本

は
現
在

中

国
国
家

図
書

館

所
蔵

の

〈
m
八

二
五
六

〉

と
も

と

も

と

一
続

き

の
も

の

で
あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る
。

以

下
、

こ

の
二
本

は

一
つ

の
も

の
と

し
て
扱

い
、

略

称

と

し

て

は

く
S
四

五
三

〇

V

を

用

い

る

こ
と
と
す

る
。

(九
)
酒
井
忠
夫

「十
王
信
仰
に
関
す
る
諸
問
題
及
び
閻
羅
王
受
記
経
」
(『齋

藤
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』

刀
江
書
院
、
昭
和
十
二
年
)
、
禿
氏

・
小

川
前
掲
論
文
に
翻
刻
。

(十
)
末
尾
に

「安
国
寺
愚
尼
弟
子
妙
福
発
心
敬
写
此
経

一
七
巻
蓋
心
供
養
」

〈
S
二
四
八
九
〉
、

「安
国
寺
愚
尼
弟

子
妙
福
発
心
敬
写
此
経

一
七
巻

一
心
供

養

」

〈
m
八

二
五
七

〉
と

あ

る
。

(十

こ

以
下
、

引

用
は

、
特

に
注

記

し
な

い
限

り
、

甲

類

a
は

〈
S
一
.四

八

九
〉
、

甲

類

b

は

〈
S
=
=

四

七
〉
、

乙

類

は

(大

日
本

続

蔵
経

〉

第

一
輯

第

二
編

乙
第

二
十
三
套

第

四
冊

に

よ
る
。

(十

二
)
小
南

一
郎

「
「十
王
経
」
を
め
ぐ
る
信
仰
と
儀
礼
」

(『
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告

唐
代

の
宗
教
』
、
朋
友
書
店
、

平
成
十

二
年
)
は
増
補

の
立
場
を
と
り
、
前
掲
禿
氏

・
小
川
論
文
で
は
削
除

の
結
果
と
す
る
。

(十

三

)

小
南

一
郎

「
「十

王
経

」

の
形
成

と

階
唐

の
民
衆

信

仰

」

(『
東

方

学

報

京

都

』

第
七

四
冊

、

平
成

十
四

年

)。

引
用

し
た

箇

所

は
氏

の

前

掲

論

文

「
「十

王
経

」
を

め

ぐ

る
信

仰

と
儀

礼
」

を

ま
と

め

た
箇

所

で
あ

る
。

(十

四

)

甲
類

a
n

の

く
m
八

二
五

四
V

は
、

【
対
照

表
④

】

に
挙
げ

た

部

分

を
全

く

も

た
な

い
が

、

こ
れ

は
異

文

と

い
う

よ

り
、

紙

幅

の
都

合

な

ど

に
よ

り
、

割

愛

し

た

と

考
え

ら
れ

る

例

で
あ

る
た

め

、
除

い

て

考

え

る
。

(十

五

)

甲
類

b
I

の
引

用

は

〈書
道

博

本

〉
、

甲

類

b

H

の
引

用

は

〈
S

三

一
四
七

〉

に
よ

る
。

(十

六
)

コ

ロ
タ

イ
プ
複

製

(大

正
十

四
年

)

に
よ

る
。

(十

七
)

京
都

大
学

人
文

科
学

研
究

所

蔵

の
紙

焼
き

に
よ

る
。
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(十
八
)
松
廣
寺

・
海
印
寺
蔵
の
版
木
に
つ
い
て
は
、
朴
相
国
氏
提
供
の
紙

焼
き
に
よ
る
。

(十
九
)
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
の
紙
焼
き
に
よ
る
。

(
二
十
)
(大
正
新
修
大
蔵
経
〉
図
像
部
第
七
。

(
二
十

『
)
中
野
玄
三

『
六
道
絵

の
研
究
』

(淡
交
社
、
平
成
元
年
)
掲
載

の
写

真

に
よ

る
。

(
二
十

二

)

〈松

廣
寺

本

〉

は

願

文

の

み

で
、
成

化

五

年

の
年

紀

は

み
ら

れ

な

い
。
高

麗
本

B

・
C
に

は
願

文
も

成

化
五

年

の
年
紀

も
な

い
。

(
二
十

三
)

た
だ

し

、
高

麗
版

C
の

〈海

印
寺

本

n
>
、

(海

印
寺

本

皿
〉

は

と

も

に
完

本

で

は

な

く
、

冒

頭

部

分

が

欠

け

て

い
る

た

め
、

巻

頭

の

地
蔵

十

王
図

に

つ
い

て
は
不

明

で
あ

る
。

(
二
十

四
)

(
日
本
思

想
大

系
〉

七

。

(
二
十

五
)

な

お
、

日
本

に
残

存
す

る
甲

類
写

本

は
、

現
物

は

お
ろ

か
引

用

な

ど
に
よ
る
逸
文
す
ら
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
甲
類

の

『
預
修
十
王

経
』
が

日
本
に
伝
来

し
た

か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
不
明
と
し
か

い
い

よ

う
が
な

い
。

(二

十
六

)

秋

山
度

編

『
中

世

文
学

の
研

究

』

(
昭
和

四

十

七
年

)

所

収
、

大
曽
根
章
介
氏
の
翻
刻
に
よ
る
。

(二
十
七
)

〈大
日
本
続
蔵
経
〉
第

一
輯
第
二
編
乙
第
二
十
三
套
第
四
冊
。

〈付
記

〉・
本
稿

は
仏
教
文
学
会
本
部
十
月
例
会

(平
成
十
五
年
十
月
二
十
五

日

於
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
)
に
お
け
る
研
究
発
表

に
基
づ
く

も
の
で
す
。
席
上
貴
重
な
御
意

見
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
お

礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

・
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
下
さ

っ
た
朴
相
国
氏

・
落
合
俊
典
先
生
に
、

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
本
稿
は
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
の
成
果
の

〕
部

で
す
。

(も
と
い

ま
き

こ

・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
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